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１）はじめに 
高周波数領域においてはスペクトルが低減し，ω-2則から乖離することが知られており，強震動予測の精度向上
のためにはこの領域における地震動特性の解明が必要不可欠である．このスペクトル低減特性を表現する方法
としてfmaxフィルター[Hanks(1982)]による方法，κ [Anderson and Hough(1984)]による方法があり，我が国で
は前者が，アメリカなど諸外国では後者が主流となっている．ここで，fmax は主に震源に，κは主に伝播経路や
サイト特性に由来すると考えてられているが，最近ではκを震源特性，伝播経路特性，サイト増幅特性に分離す
る試みが行われている[例えば，Hotte et al.(2011)]． 
本検討ではすでにfmaxフィルターを用いてスペクトル低減特性が評価されている地殻内地震を対象に，κを用い
てその低減傾向を評価し，fmaxフィルターとの関係を整理する． 
２）解析概要 
Anderson and Hough(1984)はS波の加速度スペクトル A(f) が高周波数領域において指数関数的な低減特性を
示すとして，次式のように定式化した． 
A(f)=A0e

-πfκ (f＞fE) 
本検討では地殻内大地震とその余震を対象として，スペクトルがほぼ平坦となる上限周波数(fE )およびスペク
トル低減の傾きκを求める． 
解析対象とした地震は2003年宮城県北部地震，2005年福岡県西方沖地震，2008年岩手・宮城内陸地震の本震お
よび余震の全48地震，そのMJは3.4～7.2，震源深さは3～14kmである．これらの地震についてfmaxフィルターを
評価した際と同様，平均観測スペクトルを求め，その形状から fE を決め，fE～30Hzの範囲で最小二乗法によ
りスペクトル低減の傾きκを求めた．平均観測スペクトルとは， 
＊地中地震計設置深度におけるせん断波速度が2,000m/sec以上の観測点 
＊震源距離が概ね100km程度以下のKiK-net地中観測点 
の観測スペクトルを平均震源距離におけるスペクトルに補正をして，その平均を求めたものである．なお，既
往研究[例えば，鶴来・ほか(2009)]において各本震記録のfmaxおよびべき乗数sは以下のように得られている． 
＊2003年宮城県北部地震 本震：fmax = 8.0Hz，s = 0.93 
＊2005年福岡県西方沖地震 本震：fmax = 6.5Hz，s = 0.90 
＊2008年岩手・宮城内陸地震 本震：fmax = 9.4Hz，s = 0.84 
３）解析結果 
3つの本震の fE および κは以下の通りとなった 
＊2003年宮城県北部地震 本震：fE = 2.6Hz，κ = 0.0190 
＊2005年福岡県西方沖地震 本震：fE = 2.0Hz，κ = 0.0277 
＊2008年岩手・宮城内陸地震 本震：fE = 4.5Hz，κ = 0.0142 
2003年宮城県北部地震および2008年岩手・宮城内陸地震の余震の fE は8～15Hz，κ は
0.0036～0.0233，2005年福岡県西方沖地震の余震の fE は2.6～10Hz，κ は 0.0272～0.0408と
なった．Anderson and Hough(1984)による岩盤点における κは0.02～0.06の範囲に分布しており，2005年福岡
県西方沖地震の本震および余震の κの値はこれと概ね同等であったが，2003年宮城県北部地震および2008年岩
手・宮城内陸地震の本震および余震の κの値はこれよりやや小さい値であった．κ の値の地域依存性について
は，今後より詳細な検討が必要である． 
続いて，fmaxフィルターのパラメータ(fmax，s )と fE や κとの関係を求めた．その結果，κ と fmaxフィル
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ターのスペクトル低減の傾き s ，および fE と fmax の間には概ね正の相関が認められた．これは，同じ低減
特性を異なる方法を用いて表現したことに因るもので，合理的な結果と言える．さらに，κ に関する既往研究
[例えば，Anderson and Hough(1984)，Hotte et al.(2011)]では κの値に震央距離依存性が認められるとして
いるが，本検討においても同様の傾向が認められた． 
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